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風
が
冷
た
く
、
よ

う
や
く
冬
ら
し
い
日

が
続
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
ね
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
が
流
行
し
て
い

ま
す
が
、
皆
様
体
調

い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

11
月
25
日
、
26
日

の
２
日
間
、
第
35
回

青
年
フ
ェ
ス
タ
＆
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
交

流
集
会
が
江
坂
サ
ニ

ー
ス
ト
ン
ホ
テ
ル
で

あ
り
ま
し
た
。
今
回

は
、
全
教
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
青
年
部
交
流
集

会
も
同
時
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
大
阪
だ

け
で
な
く
、
関
西
圏

や
そ
れ
以
外
の
県
か

ら
も
総
勢
１
４
０
人

も
集
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
実
践
レ

ポ
ー
ト
交
流
会
。
２

日
目
は
実
技
講
座
と

充
実
し
た
２
日
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
宿

泊
も
復
活
し
た
た

め
、
夜
の
交
流
会
も

大
盛
況
で
熱
い
議
論

が
各
テ
ー
ブ
ル
で
繰

り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

毎
日
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
無
理
せ
ず
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
23
年

も
あ
と
少
し
で
す
。

皆
様
良
い
お
年
を
お

迎
え
く
だ
さ
い
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　

 

だ
よ
り
12月12月

青
年
フ
ェ
ス
タ

　

大
阪
市
を
よ
く
す
る

会
は
11
月
６
日
、
秋
の

要
求
運
動
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
集
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

築
港
地
域
の
学
校
統

廃
合
反
対
（
港
）、
公

園
の
整
備
不
良
調
査

（
西
淀
川
）、
保
育
園
・

特
養
ホ
ー
ム
建
設
の
成

果（
天
王
寺
）、
低
水
準

の
保
育
（
学
童
指
導
員

・
福
保
労
）の
報
告
を
受

け
、
森
裕
之
氏
は
要
求

を
実
現
す
る
財
源
は
十

分
あ
る
こ
と
を
詳
細
に

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
の
財
政
の
特

徴
は
、
①
基
金
が
多

い
、
財
政
調
整
基
金
２

４
５
２
億
円
。
コ
ロ
ナ

対
策
の
国
費
を
余
ら
せ

基
金
を
積
み
上
げ
。
②

借
金
負
担
が
少
な
い
。

ど
の
自
治
体
で
も
行
っ

て
い
る
市
債
で
住
民
の

た
め
の
施
設
を
作
る
と

い
う
こ
と
を
し
な
い
。

③
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
水
道
整
備

手
つ
か
ず
。
緑
が
少
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
木
を
切
る
改
革
」
を

強
行
。
④
住
民
サ
ー
ビ

ス
減
少
。
公
共
を
担
う

公
務
員
の
大
幅
削
減
。

⑤
市
税
収
入
の
増
加
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
削

減
と
公
共
施
設
の
老
朽

化
対
策
放
棄
に
よ
り
財

政
状
況
を
「
改
善
」

し
、
基
金
残
高
を
急
増

さ
せ
て
い
ま
す
。
人
口

動
態
を
見
る
と
、
企
業

と
新
中
間
所
得
層
が
大

阪
市
の
中
心
部
を
占
め

て
き
て
い
ま
す
（
市
民

層
の
入
れ
替
え
）。
大

企
業
優
遇
と
タ
ワ
ー
マ

ン
シ
ョ
ン
促
進
で
富
裕

層
・
投
機
マ
ネ
ー
は
流

入
す
る
が
、
市
民
の
転

出
、
地
元
企
業
・
商
店

街
の
減
少
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
弱
体
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

万
博
・
夢
洲
整
備
の

大
阪
市
負
担
は
、
現
時

点
で
判
明
し
て
い
る
だ

け
で
も
４
０
０
０
億
円

以
上
。
最
悪
の
阿
倍
野

再
開
発
事
業
の
損
失
額

（
２
１
５
０
億
円
）
を

大
き
く
上
回
る
。
万
博

で
財
政
は
破
綻
し
ま

す
。
一
般
市
民
を
軽
視

し
た
、
企
業
・
高
所
得

者
向
け
の
財
政
運
営
の

転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

響
し
て
い
る
の
か
、
な

り
手
不
足
の
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
を
適
切
に

支
え
る
た
め
に
も
、
教

員
の
業
務
負
担
を
減
ら

す
た
め
に
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ

の
安
定
し
た
配
置
が
必

要
で
す
。
少
し
で
も
早

く
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
正
規
職
員

と
な
る
こ
と
を
強
く
願

っ
て
い
ま
す
。（
Ｓ
Ｓ

Ｗ
に
つ
い
て
は
、
青
年

フ
ェ
ス
タ
の
分
科
会
で

も
話
題
に
な
り
ま
し

た
）。

今
こ
そ
憲
法
９
条

戦
争
を
始
め
な
い
政
治
を

　

私
は
今
年
度
か
ら
大

阪
市
の
公
立
小
中
学
校

で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ

Ｗ
）
と
し
て
働
い
て
い

ま
す
。
業
務
を
通
し

て
、
不
登
校
・
い
じ
め

・
虐
待
・
家
庭
環
境
な

ど
の
課
題
を
抱
え
な
が

ら
生
活
を
し
て
い
る
子

ど
も
が
多
く
い
る
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
達
を
よ
り

適
切
に
支
え
て
い
く
た

め
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
必
要

性
は
さ
ら
に
増
し
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
は

「
会
計
年
度
任
用
職

員
」
で
あ
る
こ
と
が
影

子
ど
も
を
支
え
る
Ｓ
Ｓ
Ｗ

子
ど
も
を
支
え
る
Ｓ
Ｓ
Ｗ

な
り
手
不
足

な
り
手
不
足  

正
規
職
員
に

正
規
職
員
に

維
新
市
政 

深
ま
る
矛
盾

ガーベラガーベラ
だよりだより

　

市
労
組
連
は
11
月
８

日
「
賃
金
確
定
要
求
」

の
団
体
交
渉
を
行
い
給

与
改
定
の
回
答
を
得
ま

し
た
。
①
期
末
・
勤
勉

手
当
２
・
３
月
分
を
12

月
８
日
支
給
（
年
間
４

・
５
月
）。
再
任
用
職

員
は
１
・
２
月
（
年
間

２
・
35
月
）。
会
計
年

度
任
用
職
員
は
１
・
35

月
（
来
年
度
は
期
末
・

勤
勉
手
当
と
も
に
本
務

職
員
と
同
様
）。
②
給

料
表
の
改
訂
は
、
行
政

職
３
１
７
５
円
、
教
育

職
（
小
中
）
３
１
９
４

円
、
４
月
に
遡
及
し
、

差
額
は
12
月
18
日
支

給
。
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
に
つ
い
て
も

改
定
、
給
与
改
定
の
時

期
は
、
12
月
期
の
期
末

手
当
支
給
対
象
者
は
４

月
１
日
に
遡
及
。
支
給

対
象
と
な
ら
な
い
職
員

は
23
年
12
月
１
日
実

施
。
④
行
政
職
大
学
卒

初
任
給
７
５
０
０
円
、

高
校
卒
８
５
０
０
円
引

上
げ
、
30
歳
台
ま
で
の

職
員
に
対
し
て
適
用
さ

れ
る
級
及
び
号
給
は
、

40
歳
台
以
上
よ
り
も
高

い
改
定
率
。

　

「
３
年
半
以
上
に
及

ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
や

物
価
高
騰
に
対
し
市
民

生
活
を
守
る
た
め
に
懸

命
に
奮
闘
す
る
職
員
の

大
幅
な
賃
金
引
上
げ
、

処
遇
改
善
を
望
む
教
・

職
員
の
切
実
な
願
い
と

は
か
け
離
れ
た
も
の
」

（
団
体
交
渉
・
市
労
組

連
主
張
）
で
す
が
、
２

年
連
続
の
賃
金
引
上

げ
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
改
定
４
月
遡

及
、
勤
勉
手
当
支
給
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

「
期
待
通
り
」
の
勤

務
に
も
か
か
わ
ら
ず
相

対
評
価
の
た
め
に
第
４

・
５
区
分
と
さ
れ
る
人

事
考
課
制
度
に
つ
い

て
、
相
対
評
価
の
割
合

見
直
し
が
実
現
し
ま
す

（
大
阪
市
教
号
外
11
月

９
日
参
照
）。

　

市
労
組
連
は
引
き
続

き
、
賃
金
確
定
要
求
書

の
労
働
条
件
関
係
、
学

校
関
係
、
労
働
安
全
衛

生
・
福
利
厚
生
関
係
要

求
項
目
の
事
務
折
衝
・

団
体
交
渉
を
行
い
ま

す
。

　

九
条
の
会
・
お
お
さ

か
は
11
月
19
日
、
池
田

佳
代
子
さ
ん
の
講
演
会

「
世
界
が
も
し
１
０
０

人
の
村
だ
っ
た
ら
」
か

ら
20
年
〜
今
こ
そ
憲
法

９
条
の
出
番
〜
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

ガ
ザ
市
の
ゴ
ミ
焼
却

場
は
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で

造
ら
れ
た
よ
う
に
、
学

校
を
つ
く
る
、
食
糧
支

援
を
行
う
な
ど
日
本
と

パ
レ
ス
チ
ナ
は
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
今
イ
ス

ラ
エ
ル
が
破
壊
し
て
お

り
抗
議
す
べ
き
で
す
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
で
最
も

読
ま
れ
て
い
る
新
聞
は

ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
サ
ン
ズ

（
カ
ジ
ノ
）
社
長
の
資

金
で
あ
り
、
ヨ
ル
ダ
ン

川
西
岸
地
域
の
違
法
入

植
を
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
デ

ィ
ズ
ニ
ー
が
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

ユ
ダ
ヤ
の
人
々
は
好

戦
的
で
は
な
く
、
歴
史

的
な
経
験
か
ら
多
様
性

を
尊
重
し
、
平
和
に
生

き
る
こ
と
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
国
際

法
違
反
を
繰
り
返
し
て

お
り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
問

題
は
、
戦
後
世
界
政
治

の
欺
瞞
を
煮
詰
め
た
よ

う
な
も
の
で
す
。
ド
イ

ツ
は
ナ
チ
ス
の
歴
史
が

あ
り
イ
ス
ラ
エ
ル
批
判

に
躊
躇
す
る
。
し
か

し
、
い
ま
犠
牲
に
な
っ

て
い
る
人
々
、
子
ど
も

・
女
性
の
側
に
立
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

日
本
は
西
ア
ジ
ア
を

植
民
地
支
配
せ
ず
、
ア

ラ
ブ
の
人
た
ち
と
何
と

か
い
い
関
係
を
作
っ
て

き
ま
し
た
。
い
く
つ
か

の
国
と
力
を
合
わ
せ
、

仲
裁
役
を
買
っ
て
出
て

欲
し
い
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
で
、
戦
争
が
始

ま
る
と
終
わ
ら
せ
る
こ

と
の
困
難
が
明
か
に
な

り
ま
し
た
。
憲
法
九
条

は
「
何
が
あ
っ
て
も
他

一
時
金
２
・
３
月
、差
額
支
給

相
対
評
価
区
分
見
直
し

市労組連市労組連

　

「
福
島
の
今
、
復
興

に
立
ち
ふ
さ
が
る
原

発
」
を
テ
ー
マ
に
、
写

真
家
の
森
住
卓
さ
ん

が
、
福
島
原
発
の
メ
ル

ト
ダ
ウ
ン
翌
日
か
ら
の

「
風
下
の
村
」
津
島
地

区
の
12
年
間
を
講
演
し

ま
し
た
（
大
阪
母
親
大

会
ア
フ
タ
ー
企
画
11
月

４
日
）。

　

相
馬
市
で
は
畜
産
農

家
が
汚
染
牧
草
を
食
べ

た
牛
の
牛
乳
を
毎
日
畑

に
捨
て
、「
原
発
さ
え

な
け
れ
ば
」
と
牛
舎
の

壁
に
書
き
記
し
た
写
真

（
後
に
自
殺
）。
浪
江

町
津
島
は
満
州
か
ら
引

国
を
攻
め
ま
せ
ん
」

で
、
攻
め
込
ま
れ
な
い

よ
う
な
政
治
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

池
田
さ
ん
は
、「
こ

れ
ま
で
の
国
民
の
願

い
、
取
り
組
み
で
戦
争

を
許
さ
な
か
っ
た
。
九

条
の
会
は
最
後
ま
で
、

死
ぬ
ま
で
頑
張
り
ま
し

ょ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。

き
揚
げ
て
山
林
を
開
拓

し
た
地
域
で
、
結
び
つ

き
が
強
い
。
帰
還
困
難

区
域
に
な
り
、
村
民
は

バ
ラ
バ
ラ
に
。
築
三
百

年
重
要
文
化
財
に
な
る

よ
う
な
民
家
が
解
体
さ

れ
、
人
々
が
住
ん
で
い

た
こ
と
が
消
さ
れ
、
原

発
事
故
の
証
拠
を
無
く

そ
う
と
し
て
い
る
。
帰

還
困
難
区
域
の
ゲ
ー
ト

も
撤
去
。

　

一
方
ふ
る
さ
と
を
返

せ
と
原
発
訴
訟
を
起
こ

し
て
、
現
在
闘
っ
て
い

る
状
況
や
、
甲
状
腺
が

ん
を
発
症
し
た
子
ど
も

７
人
が
22
年
に
東
電
を

相
手
に
訴
訟
。
た
く
さ

ん
の
写
真
で
報
告
し
ま

し
た
。

　

政
府
・
東
電
が
「
関

係
者
の
理
解
な
し
に

は
、
い
か
な
る
処
分
も

行
わ
な
い
」
と
約
束
し

た
原
発
汚
染
水
海
洋
放

出
こ
そ
が
復
興
の
妨

げ
、
国
は
今
す
ぐ
海
洋

投
棄
を
止
め
て
原
発
の

廃
炉
を
す
べ
き
と
強
く

訴
え
ま
し
た
。

万博万博でで財政破綻、中止財政破綻、中止をを
市民要求実現の財源は充分市民要求実現の財源は充分

汚
染
水
放
出 

復
興
妨
げ

生
活
破
壊
の
原
発
は
廃
炉


